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 10連休が注目を集めている今年のゴールデンウイーク初日の４月２７日には、横浜

港の三つのふ頭に超大型客船を含む外国クルーズ客船４隻が同時に着岸し、横浜発着

クルーズを展開する。横浜ベイブリッジを通過できない超大型客船でパナマ船籍のＭ

ＳＣスプレンディダ（１３万７９３６トン、４３６３人）と、初入港となるマルタ船

籍のアザマラ・クエスト（３万２７７トン、６９４人）の２隻が大黒ふ頭に初めて同

時着岸するほか、バハマ船籍のノルウェージャン・ジュエル（９万３５０２トン、２

３７６人）は山下ふ頭に、英国船籍のダイヤモンド・プリンセス（１１万５９０６ト

ン、２７０６人）は横浜港大さん橋国際客船ターミナルに停泊する。 

 ４隻の同時着岸は日本で初めてで、１万人超の乗船客が一斉に訪れることから、横

浜市では、市内での滞在を促す魅力ある観光コンテンツを打ち出すことにしている。 

 横浜開港１６０周年を迎える今年はクルーズ客船の寄港数は約１９０回、そのうち

外国客船は約９０回でいずれも過去最多となる見通し。横浜市はクルーズによる観光

振興を進め、経済活性化を目指すとともに、羽田空港から車で約２０分という好立地

にある横浜港をアピールすることで、飛行機と客船を乗り継ぐ「フライ・アンド・ク

ル ー ズ 」 も 提 案 、 都 内 に 近 い 利 便 性 も 訴 え る こ と に し て い る 。 

 具体的には、横浜の名勝・三渓園をはじめとした文化施設や県内の温泉地など観光

資源を外国客船の乗客向けにＰＲし、「乗船前や下船後に市内のホテルに泊まっても

らえるようにしたい」と意気込んでいるので注目していきたい。  
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横浜開港１６０周年。客船寄港数は過去最多。  

横浜港を出港するダイヤモンド・プリンセス（左）と、 
大黒ふ頭に着岸するＭＳＣスプレンディダ 


